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医師の半数が「放射能が自己の家族に健康影響及ぼす不安」を持つ 

「食品は、産地を選ぶ」「幼児の親が、放射線量を測ってから遊ばせるのは適切」も半数近い 

～関東 1都 6県医師緊急調査～ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

日本最大級の病院検索サイト、医薬品検索サイト、医療情報サイトを運営する総合医療メディア会

社の株式会社QLife（キューライフ／本社：東京都世田谷区、代表取締役：山内善行）は、『医師は  

「地域の放射能の健康影響」をどう考え、一個人として行動しているか？』調査を実施して、その結

果を発表した。関東 1都 6県の医師 342 人から回答を得た。 

 

それによると、半数の医師が「放射能が自己の家族に健康影響及ぼす不安」を持っていることがわ

かった。自分の地元で「幼児の親が、日々放射線量を測ってから遊ばせること」を適切と考えたり、

自身が「食品は、市場に出回っているものでも、産地を選んでいる」医師も、半数近い。一方で「神

経質になり過ぎの人が、鈍感過ぎる人よりも多い」と考える医師が半数だった。 

 

★詳細は、院長 JP（登録制サイト）のこちらの記事より 

http://www.incho.jp/research/rad/entry7975.html 

★詳細なレポートの PDF ファイルは以下より 

http://www.qlife.co.jp/news/110727qlife_research.pdf 

http://www.incho.jp/research/rad/entry7975.html
http://www.qlife.co.jp/news/110727qlife_research.pdf


 

■主な結論：  

１．「地元の放射線量の数値」を、具体的に把握している医師は 6割。把握率は、福島原発からの

距離に近いほど高くなり、茨城・栃木では約 8割であった。  

 

 

 

 

２．半数以上の医師が、「自身の家族に、放射能による健康被害が及ぶ不安」を持っている。 

 



 

３．自分の地元において「幼児の親が、日々放射線量を測ってから遊ばせること」を、適切と考える

医師は半数近い。  

 

 

 

 

４．被ばく可能性を鑑みて、自身でも「食品は、市場に出回っているものでも、産地を選ぶ」医師が、

ほぼ半数。「雤にあたることを避ける」「水道水をそのまま飲むことを避ける」「海水浴を避ける」も、

医師の 2割以上が心がけている。  

 

 



 

５．医師の半数は、「地域の放射能に神経質になり過ぎている人が多い」と考えている。（前述のよう

な被ばくリスク対策を実行する一方で）心理的には人々がもっと冷静になるべきと考えている医師

が多いようだ。  

 

 

 

 

■調査の背景：  

 福島原発の事故発生以来、放射能に関する報道が繰り返されている。人々にとってこれは「地域

別」「健康上」の問題でもあり、各地域の医療を担う医師にとって避けては通れないテーマである。  

 ところが現状では、医師が医学的・科学的判断をするために充分な情報が揃っているとは言い難

い。「放射性物質の拡散度合いや、放射線量に関する数値」「内部被ばくなどが中長期的に人体

に与える影響」「それを予防・軽減するノウハウ」に関して、確かな情報が入手できない点は、医師

も一般市民と同じである。  

 正解が誰にも分からない状況下で、地域の健康を守る立場にある医師は、どう対処しているのだ

ろうか。あるいは一市民として、どのように考え、自己の家族を守ろうとしているのであろうか。その

実態を関東 1都 6県下に限定して、緊急調査した。  

 

 



 

──────────────────────────────────────── 

＜株式会社QLife の会社概要＞ 

会社名 ：株式会社QLife（キューライフ） 

所在地 ：〒154-0004 東京都世田谷区太子堂 2-16-5 さいとうビル 4F 

代表者 ：代表取締役 山内善行 

設立日 ：2006 年（平成 18年）11 月 17 日 

事業内容：健康・医療分野の広告メディア事業ならびにマーケティング事業 

企業理念：生活者と医療機関の距離を縮める 

サイト理念：感動をシェアしよう！ 

ＵＲＬ ： http://www.qlife.co.jp/ 

──────────────────────────────────────── 

本件に関するお問い合わせ先： 

株式会社QLife  広報担当 

TEL ： 03-5433-3161 ／ E-mail :  info@qlife.co.jp  


